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は
じ
め
に

批
評
家
・
江
藤
淳
は
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
の
二
年
間
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
研
究
員
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
る
。
帰
国
後
に
刊
行
し
た『
ア
メ
リ
カ
と
私
』（
一
九
六
五
）（
1
）
は
、
こ
の

ア
メ
リ
カ
体
験
を
ま
と
め
た
留
学
記
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
同
時
代
の
文
化
史
的
な
背
景
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
2
）。

例
え
ば
、
江
藤
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
給
費
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
福
田
恆

存
、
中
村
光
夫
、
大
岡
昇
平
、
阿
川
弘
之
、
小
島
信
夫
、
安
岡
章
太
郎
、
庄
野
潤
三
、
有
吉
佐
和
子
と
い
っ
た
文
学
者
た

江
藤
淳
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
論

―
変
容
す
る「
私
」
―

塩
谷

昌
弘

﹇
論
文
﹈
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ち
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
給
費
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
る
（
3
）。
こ
う
し
た
文
学
者
の
留
学
の
背

景
に
は
、
一
九
五
二
年
以
降
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
よ
る
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
親
米
化
を
企
図
し
た

文
化
政
策
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
江
藤
や
そ
れ
以
前
に
留
学
し
た
文
学
者
た
ち
は
そ
の
文
化
政
策
の
一
環
と
し
て
招
か
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
江
藤
が
留
学
し
た
時
期
、
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
資
金
を
背
景
に
組
織
さ
れ
た
日
本
の
近
代
化
に
関

す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
冷
戦
構
造
の
も
と
で
、
ア
メ
リ
カ
は
第
三
世
界
に
対
す
る
近
代
化
の
モ

デ
ル
と
し
て
、
日
本
の
近
代
化
モ
デ
ル
を
範
と
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
で
あ
る
研
究
報
告
全
五
巻
（
一

九
六
八
）（
4
）
を
出
し
た
の
は
、
他
で
も
な
い
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
あ
っ
た
。
江
藤
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
「E

ast

A
sian

Studies
Program

」
と
い
う
研
究
会
に
参
加
し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

帰
国
し
た
江
藤
は
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
刊
行
し
た
翌
月
、「
日
本
文
学
と
『
私
』―
―
危
機
と
自
己
発
見
」（
一
九
六

五
・
三
）（
5
）
と
い
う
評
論
を
発
表
し
、
そ
こ
で
、
江
戸
幕
府
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
を

再
評
価
し
た
。
こ
の
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
の
再
評
価
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
日
本
近
代
化
論
」
研
究
の
所
産
で
も

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
江
藤
は
ア
メ
リ
カ
の
役
割
期
待
に
応
え
た
わ
け
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
現
在
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
読
む
場
合
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
事
実
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
で
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
単
な
る
外
国
滞
在
記
と
し
て
で
は
な
く
、
文
化
表
象
と

し
て
、
戦
後
日
本
の
文
化
占
領
の
一
資
料
と
し
て
読
ま
れ
得
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
「
私
」
に

注
目
し
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
後
に
触
れ
る
が
、
江
藤
淳
に
は
「
〜
と
私
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
ー
が
多
く
あ
る
。
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こ
の
「
〜
と
私
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
江
藤
は
「
私
」
を
批
評
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
江
藤
淳
と
い
う
批
評
家
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
「
私
」
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本

稿
は
「
〜
と
私
」
の
端
緒
で
あ
る
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
分
析
を
通
じ
て
、
江
藤
淳
の
「
私
」
を
表
出
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
読
者
の
読
み
を
方
向
付
け
る
よ
う
な
構
成
を
し
て
い
る
。
別
の
言
い
方
を
す

れ
ば
、
作
者
の
編
集
の
痕
跡
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
刻
み
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
、
江
藤
が
留
学
中

に
日
本
の
新
聞
社
や
通
信
社
に
書
き
送
っ
た
通
信
文
と
、
帰
国
し
て
か
ら
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
連
載
し
た
エ
ッ
セ
ー

か
ら
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
記
録
と
記
憶
が
編
み
上
げ
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
そ

の
記
録
と
記
憶
は
、
折
り
重
な
り
な
が
ら
も
微
妙
な
差
異
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
差
異
の
起
伏

を
平
面
化
し
、
読
み
手
の
読
み
を
誘
引
す
る
か
の
よ
う
な
配
置
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
「
私
」
の
記
録
／
記
憶
の
差
異
を
表
出
さ
せ
る
た
め
に
、
既
存
の
配
置
構
成
を
解
体

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
が
発
表
さ
れ
た
順
に
再
配
置
す
る
。
さ
ら
に
、
テ
ク
ス
ト
内
で
語
ら
れ
て
い
る
時
間
に
し
た

が
っ
て
比
較
検
証
し
て
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
「
私
」
の
性
質
を
明
か
に
し
て
み
た
い
。

一
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
タ
イ
ト
ル
・
構
成

江
藤
淳
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
一
九
六
五
年
二
月
に
朝
日
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
以
後
、
現
在
ま
で
に
、
一
九

六
九
年
・
講
談
社
の
名
著
シ
リ
ー
ズ
、
一
九
七
二
年
・
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
一
年
・
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
・
講
談



161 江藤淳『アメリカと私』論

社
文
芸
文
庫
の
四
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
6
）。
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
、
江
藤
淳
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
、

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」（
一
九
六
四
・
九
・
六
〜
一
一
・
八
）
と
題
し
て
連
載
し
た
も
の
と
、
留
学

中
に
日
本
の
新
聞
社
や
通
信
社
に
書
き
送
っ
た
通
信
文
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
藤
淳
は
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
端
緒
に
、
多
く
の
「
〜
と
私
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
を

書
い
た
。『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
刊
行
し
た
翌
年
の
一
九
六
六
年
に
は
「
戦
後
と
私
」、「
文
学
と
私
」、『
犬
と
私
』
な
ど

を
発
表
・
刊
行
し
、
そ
れ
以
後
一
九
九
九
年
の
『
妻
と
私
』
ま
で
、
ト
ー
タ
ル
五
冊
、
二
九
編
に
も
の
ぼ
る
数
を
産
出
し

た
（
7
）。

こ
れ
ら
の
一
連
の
「
〜
と
私
」
作
品
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
も
っ
て
嚆
矢
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
刊
行
し
た
翌
月
、
江
藤
は
「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
と
い
う
評
論
を

発
表
し
、「
朱
子
学
的
世
界
像
」
を
再
評
価
し
た
。
こ
れ
は
前
述
の
通
り
、
ア
メ
リ
カ
の
「
日
本
近
代
化
論
」
研
究
の
所

産
で
も
あ
る
の
だ
が
、
江
藤
は
そ
の
再
評
価
を
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
「
私
」
の
問
題
と
し
て
論
じ
た
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
、
そ
の
評
論
の
骨
子
を
見
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
江
戸
幕
府
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
「
朱
子
学
的
世
界

像
」
の
な
か
に
安
住
し
て
い
た
日
本
人
が
、
明
治
の
近
代
化
に
伴
い
「
西
洋
」
と
い
う
「
他
人
」
に
出
会
う
こ
と
で
、

「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
坪
内
逍
遙
が
お
雇
い
外
国
人
教
師
の
出
し
た
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
関
す
る
問
題
を
、
江
戸
戯
作
的
な
勧
善
懲
悪
主
義
の
観
点
か
ら
論
じ
て
落
第
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
参
照
さ
れ
、
逍
遙
が
お
雇
い
外
国
人
と
い
う
「
西
洋
」
に
出
会
う
こ
と
で
「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
に

陥
り
、
文
学
を
近
代
化
す
る
た
め
に
『
小
説
神
髄
』（
一
八
八
五
）
を
書
い
た
の
だ
と
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
漱
石
や

鴎
外
と
い
っ
た
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
の
影
響
下
に
あ
っ
た
作
家
と
、
武
者
小
路
実
篤
ら
そ
の
影
響
下
に
は
な
か
っ
た
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「
白
樺
」
の
作
家
た
ち
が
対
比
さ
れ
、
漱
石
・
鴎
外
世
代
を
最
後
に
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

の
が
、「
白
樺
」
＝
「
戦
後
文
学
」
と
い
う
江
藤
独
自
の
見
解
と
な
る
の
で
あ
る
（
8
）。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
江
藤
が
「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
と
い
う
精
神
分
析
学
的
な
概
念
（
9
）
を
文
学
史
に
適
用
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
と
い
う
主
題
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
に
お
い
て
、

す
で
に
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
で
は
江
藤
淳
の
「
同
一
性
」

の
危
機
が
描
か
れ
、「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
で
は
、
日
本
近
代
文
学
の
「
私
」
に
お
け
る
「
自

己
の
同
一
性
」
の
危
機
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
近
代
日
本
文
学
の
「
私
」

の
問
題
が
、
江
藤
自
身
の
ア
メ
リ
カ
体
験
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
読
む
場
合
、
こ
の
「
私
」
の
視
点
か
ら
読
む
の
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
「
私
」
が
ど
の
よ
う
に
表
出
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

次
に
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
。

こ
の
作
品
は
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
の
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
は
、
江
藤
淳
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
後

に
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
連
載
し
た
も
の
で
、
第
二
部
の
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
は
留
学
中
に
日
本
の
新
聞
社
や
通
信
社

な
ど
に
書
き
送
っ
た
通
信
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
と
第
二
部
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
は
、

書
か
れ
た
順
序
と
は
反
対
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
配
置
に
従
っ
て
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
読
み
進
め
る
と
、
帰
国
後
に
連
載
形
式
で
書
か
れ
た
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ

と
私
」
に
比
べ
て
、
通
信
文
と
し
て
断
片
的
に
書
か
れ
た
第
二
部
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
は
、
存
在
感
が
極
め
て
希
薄
に
な
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っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
川
嶋
至
は
「
単
行
本
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
読
み
と
お
し
て
み
て
、
私
が
最
初
に

得
た
感
想
は
、
第
二
部
『
ア
メ
リ
カ
通
信
』
よ
り
、
第
一
部
の
ほ
う
が
は
る
か
に
面
白
か
っ
た
」、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
に

は
「
話
題
と
話
題
を
つ
な
ぐ
環
が
な
い
」
の
に
対
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
は
江
藤
が
ア
メ
リ
カ
で
得
た
「
新
し
い
体

験
」
を
「
統
合
し
た
構
成
力
」
が
あ
る
と
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
（
10
）。
つ
ま
り
、
帰
国
後
に
書
か
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
と

私
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
体
験
の
再
構
成
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
再
構
成
の
た
め
に
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
と
い
う
書
物
全
体
の
読
み
を
方

向
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
泉
は
「
自
己
同
一
性
の
危
機
を
強
力
な
テ
コ
と
し
た
自
我
の
再
統
合
、
再
強

化
の
物
語
」（
11
）
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
松
下
浩
幸
も
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
希
求
と
獲
得
の
物
語
」（
12
）
だ
と
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
幾
分
比
喩
的
な
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
全
体
を
「
物
語
」
だ
と
み
な
し
て
い

る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
帰
国
後
に
再
構
成
さ
れ
た
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
に
の
み
言
え
る
こ
と
で
、

通
信
文
と
し
て
断
片
的
に
書
か
れ
た
第
二
部
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
に
は
「
物
語
」
性
や
「
構
成
力
」
は
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
そ
の
配
置
構
成
に
従
っ
て
読
む
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
一
旦
解
体
し
た
上

で
、
テ
ク
ス
ト
内
で
語
ら
れ
て
い
る
時
間
に
し
た
が
っ
て
再
配
置
し
て
か
ら
分
析
に
移
り
た
い
。
ま
ず
、『
ア
メ
リ
カ
と

私
』
の
配
置
を
初
出
の
通
り
に
並
べ
替
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
便
宜
的
に
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
各
章
に
は

囲
み
数
字
を
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
各
章
に
は
ロ
ー
マ
数
字
を
つ
け
た
。

「
ア
メ
リ
カ
通
信
」（
第
二
部
）
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①
「
第
一
信
」（『
東
京
新
聞
』、
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
四
、
一
五
、
一
六
日
）

②
「
十
月
二
十
八
日
の
午
後
」（
同
、
一
一
月
二
四
、
二
五
日
）

③
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
中
で
」（『
共
同
通
信
』
文
化
特
信
扱
い
、
同
一
一
月
二
七
日
）

④
「〝
不
安
な
巨
人
〞
日
本
に
つ
い
て
」（『
東
京
新
聞
』、
一
九
六
三
年
一
月
一
〇
、
一
一
、
一
二
日
）

⑤
「
生
き
て
い
る
〝
古
さ
〞」（『
共
同
通
信
』
文
化
特
信
扱
い
、
同
一
月
一
八
日
）

⑥
「
合
衆
国
と
地
方
主
義
」（『
東
京
新
聞
』、
同
二
月
二
四
、
二
五
、
二
六
日
）

⑦
「
深
い
南
北
の
溝
」（『
共
同
通
信
』
文
化
特
信
扱
い
、
同
三
月
二
日
）

⑧
「
冬
と
春
の
間
」（『
東
京
新
聞
』、
同
三
月
二
八
、
二
九
、
三
〇
日
）

⑨
「
青
春
と
狂
気
」（
同
、
五
月
一
二
、
一
三
日
）

⑩
「
海
老
原
喜
之
助
の
回
顧
展
」（『
芸
術
新
潮
』、
同
九
月
）

⑪
「
私
の
見
た
ア
メ
リ
カ
」（『
朝
日
新
聞
』、
同
九
月
一
〇
、
一
一
、
一
二
日
）

⑫
「
ケ
ネ
デ
ィ
以
後
」（
同
、
一
九
六
四
年
二
月
六
、
七
日
）

⑬
「
エ
リ
ー
ト
」（
同
、
三
月
二
一
、
二
二
日
）

⑭
「
ア
メ
リ
カ
の
古
い
顔
」（
同
、
五
月
一
、
二
、
三
日
）

⑮
「
国
家
･
個
人
・
言
葉
」（
同
、
六
月
一
四
、
一
五
、
一
六
日
）

⑯
「
米
国
か
ら
欧
州
へ
」（
同
、
八
月
二
、
三
日
）

⑰
「
学
問
の
自
由
化
」（
同
、
九
月
三
、
四
日
）

「
ア
メ
リ
カ
と
私
」（
第
一
部
）
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Ⅰ
「
適
者
生
存
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
一
九
六
四
年
九
月
六
日
）

Ⅱ
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
」（
同
、
九
月
一
三
日
）

Ⅲ
「
大
学
」（
同
、
九
月
二
〇
日
）

Ⅳ
「
城
」（
同
、
九
月
二
七
日
）

Ⅴ
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
同
、
一
〇
月
四
日
）

Ⅵ
「
東
と
西
」（
同
、
一
〇
月
一
一
日
）

Ⅶ
「
普
林
亭
主
人
」（
同
、
一
〇
月
一
八
日
）

Ⅷ
「
学
生
た
ち
」（
同
、
一
〇
月
二
五
日
）

Ⅸ
「
事
件
」（
同
、
一
一
月
一
日
）

Ⅹ
「
別
れ
」（
同
、
一
一
月
八
日
）（
13
）

右
に
示
し
た
よ
う
に
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
全
二
七
編
の
文
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。（

）
内
に
記
し
た
発
表
年
月
日

を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
四
日
か
ら
一
九
六
四
年
一
一
月
八
日
ま
で
の
約
二
年
間
に
亘
っ
て

発
表
さ
れ
て
い
る
。
①
〜
⑨
、
⑪
〜
⑮
は
ア
メ
リ
カ
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
⑩
は
一
九
六
三
年
七
月
に
日
本
に
途
中
帰
国

し
た
際
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑯
は
留
学
を
終
え
て
一
九
六
四
年
七
月
（
頃
）
に
ア
メ
リ
カ
を
発
っ
た
後
、
一
ヶ
月

程
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
際
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑰
は
そ
の
旅
行
の
後
、
八
月
に
帰
国
し
て
か
ら
書
か
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
以
下
、
Ⅰ
〜
Ⅹ
は
帰
国
後
に
日
本
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
発
表
順
に
並
べ
替
え
て
み
る
と
、
江
藤
淳
の
ア
メ
リ
カ
留
学
体
験
が
時
系
列
的
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
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わ
か
る
。
し
か
し
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
配
置
構
成
に
従
っ
て
読
ん
だ
場
合
、
そ
の
よ
う
な
時
系
列
的
進
行
は
第
一
部

と
第
二
部
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
一
度
き
り
の
ア
メ
リ
カ
体
験
を
二
度
読
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
反
復
こ
そ
が
第
二
部
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
存
在
を
希
薄
に
し
て
い
る
最
大
の
要
因
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
体
験
の
時
系
列
的
進
行
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
江
藤
淳
の
「
私
」
の
変
容
の
過
程
と
も
い
え
る
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
変
容
を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
に
、
右
に
並
べ
替
え
た
も
の
を
テ
ク
ス
ト
内
で
語
ら
れ
て
い
る

時
間
に
再
配
置
し
て
み
た
い
。
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
は
折
り
重
な
り
な
が
ら
も
、
微
妙
な
差
異
を
見
せ
は
じ
め
る
の

で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
示
す
。（

）
内
は
テ
ク
ス
ト
内
の
時
制
を
示
し
て
い
る
。

Ⅰ
「
適
者
生
存
」（
一
九
六
二
年
八
月
二
七
日
〜
）

①
「
第
一
信
」（
同
九
月
）

Ⅱ
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
」（
同
九
月
）

Ⅲ
「
大
学
」（
同
？
月
）

②
「
十
月
二
十
八
日
の
午
後
」（
同
一
〇
月
二
八
日
）

Ⅳ
「
城
」（
同
一
一
月
）

③
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
中
で
」（
同
一
一
月
八
日
〜
）

④
「〝
不
安
な
巨
人
〞
日
本
に
つ
い
て
」

Ⅴ
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
同
〜
一
二
月
二
〇
日
）

⑤
「
生
き
て
い
る
〝
古
さ
〞」（
？
）
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⑥
「
合
衆
国
と
地
方
主
義
」（
一
九
六
三
年
二
月
八
日
）

⑦
「
深
い
南
北
の
溝
」（
同
二
月
一
三
日
〜
）

Ⅵ
「
東
と
西
」（
一
九
六
二
年
〜
一
九
六
三
年
三
月
）

⑧
「
冬
と
春
の
間
」（
同
？
）

⑨
「
青
春
と
狂
気
」（
同
五
月
一
二
日
）

Ⅶ
「
普
林
亭
主
人
」（
同
七
月
〜
八
月
）

⑩
「
海
老
原
喜
之
助
の
回
顧
展
」（
同
）

Ⅷ
「
学
生
た
ち
」（
同
九
月
）

⑪
「
私
の
見
た
ア
メ
リ
カ
」（
同
？
）

Ⅸ
「
事
件
」（
同
一
一
月
二
二
日
）

⑫
「
ケ
ネ
デ
ィ
以
後
」（
一
九
六
四
年
一
月
八
日
）

⑬
「
エ
リ
ー
ト
」（
同
？
）

⑭
「
ア
メ
リ
カ
の
古
い
顔
」（
同
？
）

⑮
「
国
家
・
個
人
・
言
葉
」（
同
四
月
〜
）

Ⅹ
「
別
れ
」（
同
二
月
〜
四
月
一
〇
日
〜
）

⑯
「
米
国
か
ら
欧
州
へ
」（
同
〜
七
月
一
四
日
）

⑰
「
学
問
の
自
由
化
」（
同
？
）
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こ
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
内
で
語
ら
れ
て
い
る
時
間
に
し
た
が
っ
て
再
配
置
し
て
み
る
と
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
「
私
」

の
変
容
過
程
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
時
間
的
に
隣
接
し
て
い
る
①
と
Ⅱ
を
比
較
し
て
み
た

い
。
①
で
江
藤
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
町
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

（
前
略
）
し
か
し
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
ろ
う
か
。
や
や
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
、
ス
ノ
ビ
ッ
シ
ュ
な
ま

で
に
高
踏
的
な
知
的
ふ
ん
い
き
、
大
通
り
に
ネ
オ
ン
を
つ
け
さ
せ
ぬ
一
種
気
取
っ
た
清
潔
さ
、
礼
儀
正
し
く
に
こ
や

か
な
教
授
た
ち
、
育
ち
の
よ
い
学
生
―
―
こ
れ
は
た
し
か
に
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
面
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
こ
に
は
ミ
シ

シ
ッ
ピ
の
黒
人
共
学
問
題
の
突
風
は
吹
い
て
来
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ラ
ム
の
悪
徳
も
浸
透
し
て
来
な
い
。
膨

張
し
つ
づ
け
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
俗
悪
な
空
気
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
空
気
の
希
薄
な
感
じ
、
世
俗
の
僧
院
と
い
っ

た
よ
う
な
は
だ
ざ
わ
り
は
い
っ
た
い
な
ん
だ
ろ
う
か
。（
14
）（
下
線
・
引
用
者
）

こ
れ
に
対
し
て
Ⅱ
で
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
町
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

（
前
略
）
町
の
様
子
は
私
が
日
本
で
想
像
し
て
い
た
の
と
あ
ま
り
ち
が
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
美
し
い
大
学
町
の
な

か
に
、
そ
こ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の
自
分
を
思
い
描
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に

整
然
と
取
り
澄
ま
し
す
ぎ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
町
の
い
っ
た
い
ど
こ
に
自
分
を
容
れ
る
余
地
が
あ
る
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）
も
し
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
大
都
会
だ
っ
た
ら
―
―
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
ラ
ガ

ー
デ
ィ
ア
空
港
に
着
い
た
と
き
、
西
の
空
に
林
立
す
る
巨
大
な
墓
標
の
一
群
の
よ
う
に
見
え
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
、
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冷
た
い
、
黒
い
石
造
の
摩
天
楼
と
、
そ
の
間
を
黙
々
と
過
ぎ
て
行
く
け
わ
し
い
群
衆
の
あ
い
だ
で
な
ら
、
暮
ら
し
て

行
く
こ
と
は
む
し
ろ
た
や
す
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
は
そ
こ
で
自
分
の
輪
郭
を
喪
い
、
あ
の
画
学
生
の
よ
う
な
日
常

の
な
か
に
、
自
分
の
同
一
性
を
解
消
し
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
で
き
そ
う
だ
っ
た
。（
15
）（
下
線
・
引
用
者
）

①
と
Ⅱ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
町
の
描
写
は
ほ
と
ん
ど
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
①
で
は
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」、「
ス
ノ
ビ

ッ
シ
ュ
」、「
清
潔
」、「
礼
儀
正
し
い
」
と
い
っ
た
形
容
を
し
て
お
り
、
Ⅱ
で
も
「
美
し
い
」、「
整
然
」、「
取
り
澄
ま
し
す

ぎ
て
い
る
」
と
い
っ
た
形
容
を
し
て
い
る
。
①
も
Ⅱ
も
同
様
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
町
を
、
美
し
く
清
潔
で
あ
り
な
が
ら
ス

ノ
ッ
ブ
な
町
だ
と
描
写
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
置
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

①
で
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
対
し
て
、「
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
黒
人
共
学
問
題
の
突
風
」、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ラ
ム
の
悪
徳
」、

「
膨
張
し
つ
づ
け
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
俗
悪
な
空
気
」
と
い
っ
た
周
縁
的
な
も
の
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ⅱ
で

は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
大
都
会
」、「
巨
大
な
墓
標
の
一
群
の
よ
う
に
見
え
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
、
冷
た
い
、
黒
い

石
造
の
摩
天
楼
」、「
そ
の
間
を
黙
々
と
過
ぎ
て
行
く
け
わ
し
い
群
衆
」
と
い
っ
た
中
心
的
な
も
の
が
対
置
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
町
に
対
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
①
で
は
周
縁
的
な
も
の
で
、
Ⅱ
で
は
中
心
的
な
も

の
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
一
例
し
か
示
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
違
い
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』

の
構
成
を
再
配
置
し
て
み
る
と
至
る
所
に
散
見
で
き
る
。
周
縁
と
中
心
と
い
う
対
比
も
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
は
あ
る

が
、
本
稿
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
語
り
手
で
あ
る
「
私
」（
＝
江
藤
）
の
性
質
の
違
い
に
限
定
し
て
論
じ
て
い
き
た
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い
（
も
ち
ろ
ん
、
右
に
示
し
た
例
も
「
私
」
の
感
覚
の
違
い
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
）。「
私
」
の
変
容
の
具
体
的
な
事

例
は
次
章
以
降
で
検
証
す
る
と
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
私
」
の
変
容
の
流
れ
を
示
し
て
お
く
。

ま
ず
、
当
然
の
こ
と
だ
が
、
ゼ
ロ
段
階
と
し
て
留
学
前
の
「
私
」
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
テ
ク
ス
ト
外
の

問
題
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
触
れ
る
こ
と
は
最
小
限
に
し
て
お
き
た
い
。
次
に
、
①
〜
⑨
の
「
私
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
に
行
っ
た
直
後
の
「
私
」
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
原
型
的
な
「
私
」
と
捉
え
る
。
こ
の
「
私
」
は
、「
自
然
」
に

根
ざ
し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
に
表
れ
る
「
国
家
」
に
帰
属
す
る
「
私
」
で
は
な
い
。「
自
然
」
や
「
国
家
」
に
関
し
て
は
、

次
章
以
降
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
次
に
、
⑩
の
日
本
に
一
時
帰
国
し
た
際
の
「
私
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
私
」
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
む
東
京
の
風
景
を
見
て
失
望
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
機
に
「
私
」
は
変
容
し

は
じ
め
る
。
次
の
⑪
〜
⑰
の
「
私
」
は
、
す
で
に
原
型
的
な
「
私
」
で
は
な
く
な
り
、「
国
家
」
に
帰
属
し
よ
う
と
す
る

「
私
」
が
表
出
し
は
じ
め
る
。
こ
の
「
私
」
は
こ
れ
以
降
、
Ⅰ
〜
Ⅹ
の
「
私
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

以
上
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
に
表
出
し
て
い
る
「
私
」
の
変
容
の
流
れ
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
流
れ
で
あ

っ
て
、
各
章
ご
と
に
個
別
的
に
表
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
次
章
以
降
の
具
体
的
な
検
証
で
は
、
各
章
を

個
別
的
に
検
証
す
る
の
で
な
く
、
こ
の
「
私
」
の
表
出
が
特
に
顕
著
な
箇
所
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
　
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
「
私
」

こ
こ
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
「
私
」
に
つ
い
て
検
証
し
て
ゆ
く
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
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の
「
私
」
は
①
〜
⑨→

⑩→

⑪
〜
⑰
と
変
容
し
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
箇
所
を
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
②
の
「
私
」
を
見
て
み
た
い
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
十
月
二
十
八
日
」
と
は
、
所
謂
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」
が
解

決
し
た
日
で
あ
る
。「
私
」
は
こ
の
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」
に
遭
遇
し
た
一
週
間
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

た
と
え
ば
私
は
死
を
想
い
、
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
か
ら
切
離
さ
れ
た
ま
ま
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
不
幸
だ
と
思
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
う
い
う
終
末
の
予
感
が
、
ふ
だ
ん
は
人
工
的
で
何
か
が
欠
け
て
感
じ
ら
れ
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン

の
町
に
、
あ
る
深
い
陰
影
を
あ
た
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
、
新
鮮
な
発
見
の
よ
う
に
思
っ
た
り
し
た
。
そ

う
い
え
ば
、
こ
の
若
い
国
に
は
一
般
に
「
死
」
に
対
す
る
感
受
性
が
希
薄
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
黒
人
の

な
か
に
は
そ
の
感
受
性
が
濃
く
よ
ど
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
気
が
つ
く
と
合
唱
は
終
り
、
ホ
ッ
ジ
ス
嬢
は

Ｇ
・
Ｍ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の
詩
を
読
ん
で
い
た
。
私
は
そ
の
詩
の
異
教
的
な
ま
で
に
官
能
的
な
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
を
、

乾
い
た
砂
の
よ
う
に
吸
い
こ
ん
で
い
る
自
分
を
感
じ
た
。（
16
）

こ
こ
で
「
私
」
は
黒
人
教
会
で
霊
歌
を
聞
き
な
が
ら
、「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」
を
振
り
返
っ
て
、「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文

化
か
ら
切
離
さ
れ
た
ま
ま
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
不
幸
」
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
死
」
を
想
い
、
そ
の
「
死
」
に
対

す
る
「
感
受
性
が
濃
く
よ
ど
ん
で
い
る
」
黒
人
女
性
ホ
ッ
ジ
ス
嬢
の
読
む
「
官
能
的
な
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
」
の
「
詩
」
を

「
乾
い
た
砂
の
よ
う
に
吸
い
こ
ん
で
」
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
私
」
と
「
黒
人
」
は
「
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
共
有
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
は
「
人
工
的
」
な
町
と
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
「
若
い
国
」
は
「
死
」
に
対

す
る
「
感
受
性
が
希
薄
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
や
「
黒
人
」
は
「
死
」、「
詩
」、「
異
教
的
」、「
官
能
的
」
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と
い
っ
た
「
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
属
し
て
お
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
や
ア
メ
リ
カ
は
「
人
工
的
」
な
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
然
」
と
「
人
工
」
と
い
う
対
比
に
お
い
て
、「
自
然
」
に
属
し
て
い
る
「
私
」
を
本
稿
で
は
原

型
的
な
「
私
」
と
定
義
し
て
お
く
。

こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
私
」
が
「
生
い
育
っ
た
文
化
」（
＝
日
本
）
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
や
ア
メ
リ
カ
と
は

違
い
、「
自
然
」
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
私
」
は
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
に

疑
い
や
戸
惑
い
と
い
っ
た
も
の
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
無
条
件
に
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
を
許
容
し
て
い
る
の
で
あ

る
。次

の
⑥
で
は
、「
私
」
が
南
部
に
旅
行
し
た
と
き
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
こ
こ
に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
あ
た
り
に
は
見
ら
れ
な
い
、
南
北
戦
争
以
前
の
面
影
を
と
ど
め
た
古
い
豪
奢

な
館
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い
高
い
厚
い
ヘ
イ
か
、
繊
細
だ
が
強
靭
な
鉄
柵
を
め
ぐ
ら
し
て
い
て
、

ど
こ
か
放
恣
な
感
覚
に
媚
び
る
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
館
と
ほ
と
ん
ど
背
中
合
せ
な
っ

て
、
落
魄
を
き
わ
め
た
と
い
う
感
じ
の
黒
人
街
が
あ
り
、
そ
こ
に
う
ご
め
い
て
い
る
黒
人
た
ち
の
顔
は
、
つ
ね
に
眼

に
見
え
ぬ
も
の
の
攻
撃
に
対
し
て
耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
よ
う
な
、
北
部
の
「
差
別
さ
れ
て
い
な
い
」
黒
人
の
過
敏
な

表
情
と
は
ち
が
っ
て
、
鈍
い
無
表
情
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
美
と
頽
廃
し
た
権

力
の
腐
臭
と
の
対
照
が
つ
く
り
出
す
奇
妙
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
イ
ロ
ニ
イ
―
―
そ
れ
は
つ
ね
に
「
正
し
い
」
北
部

に
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
社
会
的
不
正
義
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
私
は
む
し
ろ
こ
う
い
う
風
土
に
出
あ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
。
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
来
て
以
来
、
何
か
物
足
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
の
が
、
こ
の
ア
イ
ロ
ニ
イ
、
一
種
の
官

能
の
澱
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会
的
不
正
義
も
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し

て
い
る
と
堂
々
た
る
も
の
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
正
義
を
か
か
げ
て
隠
微
な
自
分
を
「
生
」
か
ら
遠
ざ
け
て
行
く
清

教
徒
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
よ
り
、
私
の
感
覚
に
ぴ
っ
た
り
す
る
。
少
な
く
と
も
こ
こ
に
は
偽
り
は
な
い
か
ら
だ
。（
17
）

少
し
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
「
私
」
は
南
部
の
「
美
と
頽
廃
し
た
権
力
の
腐
臭
と
の
対
照
が
つ
く
り
出
す
奇

妙
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
」
景
色
を
見
て
、
そ
れ
を
「
社
会
的
不
正
義
」
と
形
容
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
私
」
は
そ
れ
に

「
ほ
っ
と
」
し
、
自
分
の
「
感
覚
に
ぴ
っ
た
り
す
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
は
「
正
義
を

か
か
げ
て
隠
微
な
自
分
を
『
生
』
か
ら
遠
ざ
け
て
行
く
清
教
徒
の
カ
ル
ヴ
ァ
ニ
ズ
ム
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
「
社
会
的
不
正
義
」
と
「
正
義
」
と
い
う
対
比
が
為
さ
れ
て
お
り
、「
私
」
は
「
社
会
的
不
正
義
」
に
共
感
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
で
は
、
②
の
「
自
然
」
と
「
人
工
」
の
対
比
が
「
社
会
的
不
正
義
」
と
「
正
義
」
と
い
う
対
比
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
私
」
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
的
な
「
人
工
」
や
「
正
義
」
に
否
定
的
な
感
覚
を
依
然
と

し
て
有
し
て
い
る
。

次
の
⑨
は
、「
私
」
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
起
き
た
学
生
た
ち
の
原
因
不
明
の
暴
動
に
関
し
て
、
独
自
の
見
解
を
示
し
て

い
る
箇
所
で
あ
る
。

（
前
略
）
そ
れ
は
、
平
和
に
耐
え
切
れ
な
く
な
り
、
人
工
的
な
純
潔
と
美
に
窒
息
し
か
け
た
若
者
た
ち
の
、
死
と
破
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壊
の
本
能
の
爆
発
で
あ
る
。
私
の
な
か
に
ひ
そ
ん
で
い
る
同
じ
も
の
が
、
そ
れ
を
嗅
ぎ
つ
け
る
。
こ
の
美
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
、
こ
の
秩
序
立
っ
た
日
常
―
―
そ
れ
が
人
間
の
常
態
で
あ
る
わ
け
が
な
い
。
こ
れ
は
私
が
成
長
し
て
来
た
世

界
で
は
な
い
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
着
い
て
か
ら
、
私
は
そ
う
思
い
く
ら
し
て
き
た
。
今
、
私
は
こ
こ
の
学
生
た
ち
が

私
と
同
じ
な
に
か
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
あ
る
満
足
を
感
じ
て
い
る
。
私
は
学
生
デ
モ
に
く
っ
つ
い
て

い
る
汗
の
臭
い
の
よ
う
な
正
義
が
き
ら
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
な
、
花
火
の
よ
う
に
無
意
味
な
破

壊
本
能
の
爆
発
は
、
ち
ょ
っ
と
美
し
い
。（
18
）

こ
こ
で
「
私
」
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
起
き
た
学
生
の
暴
動
に
「
死
と
破
壊
の
本
能
の
爆
発
」
を
見
て
と
る
。
そ
の
根

拠
は
「
私
の
な
か
に
ひ
そ
ん
で
い
る
同
じ
も
の
が
、
そ
れ
を
嗅
ぎ
付
け
る
」
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
」
は
学

生
の
「
無
意
味
な
破
壊
本
能
」
を
「
ち
ょ
っ
と
美
し
い
」
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
例
に

よ
っ
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
と
い
う
「
人
工
的
」
な
町
で
あ
る
。
あ
る
い
は
一
般
的
な
「
学
生
デ
モ
に
く
っ
つ
い
て
い
る
汗
の

臭
い
の
よ
う
な
正
義
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
「
私
」
は
「
人
工
」
や
「
正
義
」
で
は
な
く
、「
死
と
破
壊
の
本

能
」
や
「
無
意
味
な
破
壊
本
能
」
と
い
う
「
社
会
的
不
正
義
」
に
共
感
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
社
会
的
不
正
義
」
は
、
②
に
あ
っ
た
よ
う
な
「
自
然
」
と
同
義
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
プ

リ
ス
ン
ト
ン
に
象
徴
さ
れ
る
「
人
工
」
や
「
正
義
」
を
社
会
的
な
公
理
と
し
て
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
に
反
す
る
「
社
会
的

不
正
義
」
や
「
死
と
破
壊
の
本
能
」
と
は
「
自
然
」
状
態
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
引
用
し
た
②
、

⑥
、
⑨
の
「
私
」
は
、「
自
然
」
と
い
う
「
社
会
的
不
正
義
」
な
も
の
に
属
し
て
お
り
、「
人
工
」
や
「
正
義
」
と
い
っ
た

社
会
的
公
理
に
は
否
定
的
な
感
覚
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
②
に
お
い
て
「
私
」
が
「
生
い
育
っ
た
文
化
」
を
無
条
件
に
許
容
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
⑨
に

お
い
て
も
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
を
「
こ
れ
は
私
が
成
長
し
て
来
た
世
界
で
は
な
い
」
と
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
、「
私
が
成

長
し
て
き
た
世
界
」（
＝
日
本
）
は
屈
託
な
く
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
私
」
の
信
頼
は
⑩
に
お

い
て
揺
ら
ぎ
始
め
る
。

⑩
は
、「
私
」
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
時
帰
国
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
東
京
の
様
子
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

丸
一
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
暮
し
て
、
東
京
に
帰
っ
て
き
て
み
る
と
、
街
の
色
調
が
想
像
以
上
に
醜
く
な
っ
て
い
る

の
に
び
っ
く
り
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
も
美
し
い
都
会
で
は
な
い
が
、
東
京
の
ま
る
で
街
中
が
象

皮
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
で
も
い
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
灰
白
色
の
不
健
康
な
膚
を
持
っ
た
大
都
会
を
私
は
知
ら
な

い
。
こ
れ
は
あ
な
が
ち
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
当
て
の
土
木
工
事
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
新
築
さ
れ

て
い
た
大
都
会
の
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
な
ど
と
い
う
完
成
品
の
膚
も
や
は
り
醜
い
の
で
あ
る
。
ど
う
見
て
も
日
本
人
の
知

悉
し
て
い
る
素
材
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
美
を
か
た
ち
づ
く
る
素
材
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
む
き
出
し
に
な
っ
た
観

念
に
近
い
性
質
の
も
の
に
見
え
る
。「
現
代
建
築
」
と
か
「
機
能
主
義
」
と
か
、
あ
る
い
は
単
に
現
実
の
西
洋
と
は

あ
ま
り
関
係
の
な
い
「
西
洋
」
と
い
う
観
念
に
。（
19
）

「
私
」
が
一
時
帰
国
し
た
の
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
年
後
に
控
え
た
一
九
六
三
年
の
夏
で
あ
り
、
ま
さ
に
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
最
中
の
東
京
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
私
」
は
そ
の
東
京
の
姿
を
「
醜
い
」
と
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感
じ
、「
む
き
出
し
に
な
っ
た
観
念
に
近
い
性
質
」
の
も
の
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
「
現
実
の
西
洋
と
は

あ
ま
り
関
係
の
な
い
『
西
洋
』
と
い
う
観
念
」
だ
と
否
定
的
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
②
や
⑨
で
無
条
件
に
信
頼

し
て
い
た
「
私
」
の
故
郷
で
あ
る
東
京
は
、
い
ま
や
実
在
し
な
い
「
西
洋
」
と
い
う
「
観
念
」
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
私
」
が
も
は
や
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
や
「
私
が
成
長
し
て
き
た
世
界
」
と
い
っ
た
故

郷
を
喪
失
し
、
新
た
に
変
容
し
て
行
く
こ
と
は
当
然
の
展
開
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
の
⑪
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
民
族
か
ら
な
る
自
然
発
生
的
な
国
家
に
生
を
う
け
た
も
の
に
は
、
言
葉
が
こ
れ

ほ
ど
大
き
な
政
治
的
役
割
を
果
た
し
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
、
国
語
問
題
は
日
本
人
に
と

っ
て
は
ま
ず
文
化
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し「
ア
メ
リ
カ
」に
と
っ
て
は
そ
れ
は
ま
ず
政
治
の
問
題
だ
。
か
つ
て
日
本

語
も
朝
鮮
、
台
湾
の
植
民
地
経
営
に
あ
た
っ
て
政
治
的
役
割
を
果
し
は
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
語
を
母
国
語
と
す
る

多
数
民
族
が
、
朝
鮮
語
、
福
建
語
を
母
語
と
す
る
少
数
民
族
を
支
配
す
る
道
具
と
し
て
つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。（
20
）

こ
こ
で
「
ひ
と
つ
の
民
族
か
ら
な
る
自
然
発
生
的
な
国
家
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
私
」
が
日
本
を
単
一
民
族
国
家
と

し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
植
民
地
と
し
て
の
朝
鮮
や
台
湾
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

国
外
の
問
題
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

実
は
、
こ
れ
と
似
た
記
述
が
①
に
も
あ
る
。
①
で
は
、「
極
く
少
数
の
中
国
人
と
朝
鮮
人
を
の
ぞ
い
て
、
日
本
人
し
か
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い
な
い
と
い
っ
て
い
い
わ
が
国
」（
21
）
と
日
本
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
①
に
あ
る
「
極
く
少
数
の
中
国
人
と
朝
鮮
人
」

と
い
う
留
保
が
、
⑪
で
は
な
く
な
り
、
国
外
の
問
題
が
説
明
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
な
る
。

こ
の
⑪
の
民
族
に
関
す
る
認
識
自
体
多
く
の
問
題
と
誤
解
を
孕
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
重
要
な

の
は
、
日
本
国
内
の
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
者
た
ち
を
「
私
」
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
私
」
＝
江
藤
淳
が
ア
メ
リ
カ
留
学
以
前
に
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

問
題
に
関
す
る
視
点
を
欠
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

少
し
テ
ク
ス
ト
か
ら
逸
れ
て
し
ま
う
が
、
留
学
前
の
江
藤
を
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ゼ
ロ
段
階
の
「
私
」
と
考
え
れ
ば
、

有
効
な
視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
参
照
し
て
お
き
た
い
。
一
九
五
八
年
に
江
藤
は
ア
イ
ヌ
民
族
を
取
り
上
げ
た
武

田
泰
淳
の
小
説
『
森
と
湖
の
ま
つ
り
』（
一
九
五
八
）
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
た
。

（
前
略
）『
森
と
湖
の
ま
つ
り
』
の
一
貫
し
た
話
者
は
、
和
人
の
女
画
商
佐
伯
雪
子
で
あ
る
が
、
彼
女
は
池
博
士
と
い

う
人
道
主
義
者
的
な
和
人
の
学
者
の
秘
書
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
旅
行
し
て
い
る
旅
行
者
に
す
ぎ
な
い
。
風
森
一
太

郎
と
い
う
ア
イ
ヌ
青
年
の
英
雄
と
肉
体
関
係
を
結
ん
だ
り
、事
件
の
渦
中
に
身
を
投
じ
た
り
す
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、

彼
女
は
か
な
ら
ず
し
も
傍
観
者
で
は
な
く
、
事
件
に
参
加
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
ア
イ
ヌ
で
も
な
い
。
か

な
ら
ず
し
も
傍
観
者
で
は
な
い
旅
行
者
、
こ
の
不
徹
底
な
設
定
は
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま
こ
の
主
題
に
対
す
る
作
者
の

立
場
で
あ
る
。
和
人
は
ア
イ
ヌ
で
は
な
く
、
し
か
も
ア
イ
ヌ
は
日
本
人
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
二
律
背

反
の
結
果
、
こ
の
作
品
の
作
中
人
物
は
奇
妙
に
拡
散
し
、
印
象
が
弱
め
ら
れ
、
武
田
氏
の
貴
重
な
問
題
で
あ
る
存
在

論
の
部
分
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。（
22
）
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こ
こ
で
江
藤
が
問
題
と
し
て
い
る
論
点
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
問
題
と
は
な
ん
ら
関
係
の
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
と

は
い
え
「
和
人
は
ア
イ
ヌ
で
は
な
く
、
し
か
も
ア
イ
ヌ
は
日
本
人
で
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
記
述
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
江
藤
は
「
日
本
人
」
の
な
か
に
「
ア
イ
ヌ
」
と
「
和
人
」
と
い
っ
た
複
数
の
民
族
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
日
本
人
」
が
あ
る
種
の
概
念
、
あ
る
い
は
幻
想
で
あ
る
こ
と
に
充
分
自
覚
的
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
⑪
の
「
ひ
と
つ
の
民
族
か
ら
な
る
自
然
発
生
的
な
国
家
」
と
い
う
記
述
に
は
、
複
数
の
民
族
と
い
う
考
え
方

は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
国
語
問
題
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
ま
ず
文
化
の
問
題
」
と
い
う
箇
所
で
は
、「
日
本
語
」
を
母

国
語
と
し
な
い
少
数
民
族
や
在
日
外
国
人
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
①
に
も
似
た
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
こ
の
時
点
で
「
私
」
が
「
日
本

人
」
を
単
一
民
族
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
⑪
で
「
私
」
が
「
国
語
」
と
い
う
「
国
家
」

の
強
制
す
る
言
語
を
「
日
本
人
」
の
「
文
化
」
の
問
題
と
し
て
一
般
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
⑩
に
お
い
て
「
自
分
の

生
い
育
っ
た
文
化
」
や
「
私
が
成
長
し
て
き
た
世
界
」
を
喪
失
し
た
「
私
」
が
、
そ
の
「
世
界
」
を
「
国
家
」
と
し
て
回

復
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
引
用
す
る
⑮
で
は
、
そ
の
「
私
」
の
意
志
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

私
は
自
分
を
日
本
に
つ
な
げ
て
い
る
き
ず
な

、
、
、

が
あ
る
と
感
じ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
か
ら
私
に
向
っ
て
来
る
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
私
の
ほ
う
か
ら
日
本
に
向
か
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
要
請
で
は
な
く
、
自
発
的
な
結
び

つ
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
か
な
ら
ず
し
も
私
を
日
本
と
い
う
「
国
家
」
に
は
近
づ
け
な
い
。
が
、
決
し
て
そ
れ
は
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単
に
個
人
的
な
き
ず
な

、
、
、

で
は
な
い
。
私
を
含
み
な
が
ら
、
し
か
も
私
を
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
は
言
葉
で
あ
る
。
私
と
い
う
個
体
を
、
万
葉
集
以
来
今
日
ま
で
の
日
本
文
学
と
思
想
の
全
体
に
つ
な
げ
て
い
る
日

本
語
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。（
23
）（
傍
点
原
文
）

こ
こ
で
「
私
」
は
、
自
分
を
「
日
本
」
に
つ
な
げ
て
い
る
も
の
は
「
言
葉
」
と
い
う
「
き
ず
な
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
国
家
」
に
「
私
」
を
近
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、「
自
発
的
な
結
び
つ
き
」
だ
と
い
う
。
こ
の
「
自
発
的
」
と

い
う
言
葉
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
私
」
は
意
図
的
に
「
国
家
」
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、「
そ
れ
は
単
に

個
人
的
な
き
ず
な
で
は
な
い
。
私
を
含
み
な
が
ら
、
し
か
も
私
を
超
え
て
い
る
」
と
い
う
記
述
に
は
、「
私
」
と
い
う
個

人
的
な
存
在
が
国
家
的
全
体
性
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
日
本
語
」
と
い
う
「
国
家
」
の
強
制
す
る
「
言
葉
」
が
選
び
取
ら
れ
、
さ
ら
に
「
万
葉
集
以
来
」
と
い
う
「
創
ら
れ
た

伝
統
」（
24
）
と
い
う
ほ
か
な
い
古
典
と
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
①
〜
⑨
の
「
私
」
は
「
自
然
」
に
属
し
、「
社
会
的
不
正
義
」
を
肯

定
し
て
い
た
が
、
⑩
で
そ
の
「
自
然
」
と
し
て
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
や
「
私
が
成
長
し
て
き
た
世
界
」
を
喪
失

し
て
、
⑪
〜
⑰
で
は
そ
の
喪
失
か
ら
回
復
す
る
た
め
に
「
国
家
」
と
い
う
も
の
が
呼
び
込
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
二
つ
の
性
質
を
持
っ
た
「
私
」
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
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三
　
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
「
私
」

次
に
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
「
私
」
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
Ⅰ
〜
Ⅹ

の
「
私
」
は
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
⑪
〜
⑰
の
「
私
」
を
引
き
継
い
で
い
る
。

Ⅰ
の
冒
頭
近
く
で
、「
私
」
は
二
年
間
の
留
学
終
え
て
、「
い
ま
自
分
の
う
ち
の
な
に
か
が
変
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」
と

述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
こ
の
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
と
い
う
「
物
語
」
を
語
り
始
め
る
。

（
前
略
）
ど
う
や
ら
私
は
、
か
つ
て
空
気
の
よ
う
に
自
然
な
も
の
と
感
じ
て
い
た
日
本
の
社
会
を
ど
こ
か
「
異
質
」

と
感
じ
る
ほ
ど
深
く
米
国
の
社
会
に
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
な
る
ま
で
に
は
か
な
り
の

時
間
が
か
か
っ
た
。
私
が
、
米
国
の
新
し
い
環
境
で
、
も
と
の
自
分
を
取
り
戻
す
ま
で
に
す
ら
、「
生
活
」
が
気
化

し
て
行
く
よ
う
な
、
あ
る
い
は
自
分
の
存
在
意
義
が
無
限
に
縮
小
し
て
行
く
よ
う
な
、
短
い
が
か
な
り
深
い
混
乱
の

時
期
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
か
ら
書
き
は
じ
め
よ
う
と
思
う
。（
25
）

こ
こ
で
「
私
」
は
自
分
が
変
っ
た
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
日
本
」
を
「
異
質
」
に
感
じ
る
ほ
ど
の
変
化
だ

と
い
う
。
す
で
に
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
検
証
を
し
て
き
た
本
稿
に
と
っ
て
は
、
そ
の
変
化
は
自
明
の
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、「
私
」
は
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
や
「
私
が
成
長
し
て
き
た
世
界
」
の
喪
失
を
体
験
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
だ
が
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
喪
失
体
験
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ⅰ
で
語
ら
れ
て
い

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
見
て
み
た
い
と
思
う
。
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Ⅰ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
に
同
行
し
た
「
私
」
の
妻
が
、
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
腹
痛
で
倒
れ
て
し
ま
う
と
い

う
話
題
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。「
私
」
は
妻
を
病
院
に
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
の
だ
が
、
不
運
に
も
そ
の
日
は
休
日
で
病

院
を
探
す
の
に
苦
労
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、「
私
に
は
家
内
の
肉
体
的
苦
痛
を
感
じ
る
す
べ
が
な
く
、
家
内
に
も
私
の

心
理
的
混
乱
を
味
わ
う
す
べ
が
な
い
」
と
感
じ
る
。
よ
う
や
く
病
院
を
見
つ
け
た
が
、
治
療
費
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

か
ら
の
給
費
の
ほ
と
ん
ど
を
費
や
し
て
し
ま
い
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
制
度
に
困
惑
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ

社
会
の
「『
適
者
生
存
』
の
論
理
」
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。「
私
」
は
ア
メ
リ
カ
で
は
「
病
人
は
不
適
者
で
あ
り
、
不
適

者
で
あ
る
こ
と
は
『
悪
』
で
あ
る
。『
悪
』
は
当
然
『
善
』
で
あ
る
と
こ
ろ
の
適
者
に
敗
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
こ

の
国
で
自
己
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
ら
、
ま
ず
適
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
確
信
し
て
、「
適
者
」
と
な
る
べ
く
、

自
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
治
療
費
用
を
請
求
し
、
ま
た
保
険
会
社
か
ら
も
支
払
い
金
額
を
す
べ
て
受
け
取
る
（
26
）。

こ
の
よ
う
に
Ⅰ
で
提
示
さ
れ
た
「『
適
者
生
存
』
の
論
理
」
は
、
こ
の
あ
と
の
Ⅱ
〜
Ⅹ
を
貫
く
論
理
で
も
あ
る
。
以
下
、

「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

「
私
」
は
こ
の
後
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
生
活
を
は
じ
め
る
が
、
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
自
分
が
日
本
の
批
評
家

で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
自
分
は
「
社
会
的
な
死
を
体
験
」（
27
）
し
て
い
る

の
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
「
私
」
＝
江
藤
淳
は
、
日
本
の
文
壇
で
は
す
で
に
『
夏
目
漱
石
』（
一
九
五
六
）
で

デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、『
奴
隷
の
思
想
を
排
す
』（
一
九
五
八
）、『
作
家
は
行
動
す
る
』（
一
九
五
九
）、『
小
林
秀
雄
』（
一

九
六
一
）
な
ど
の
評
論
で
（
28
）、
気
鋭
の
若
手
批
評
家
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
批
評
家
と

し
て
の
「
私
」
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
で
「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、

留
学
直
前
に
日
本
で
刊
行
し
て
い
た
『
小
林
秀
雄
』
が
新
潮
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
と
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
「E

ast
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Studies
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」
と
い
う
研
究
会
で
「
小
林
秀
雄
に
関
す
る
紹
介
ノ
ー
ト
」（
29
）
と
い
う
発
表
を
し
た
こ
と
が

重
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ
批
評
家
と
し
て
の
「
自
己
の
同
一
性
」
を
回
復
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
「『
適
者
生
存
』
の
論
理
」
に
従
っ
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
自
ら
手
紙
を
送
り
交
渉
を
し

て
給
費
を
増
額
し
、
あ
る
い
は
自
宅
で
ア
メ
リ
カ
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
な
ど
し
て
、
徐
々
に
ア
メ
リ
カ
社
会
で
自
己

を
主
張
し
「
適
者
」
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
留
学
二
年
目
に
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
東
洋
学
科
で
「
古
典
日
本
文

学
」
や
「
近
代
日
本
文
学
」
の
講
義
や
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
（
30
）。

ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
私
」
は
ア
メ
リ
カ
社
会
で
「
適
者
」
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、「
ア
メ

リ
カ
と
私
」
で
は
Ⅰ
に
お
い
て
、「
不
適
者
」
か
ら
「
適
者
」
へ
、
あ
る
い
は
「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
か
ら
回
復
へ

と
い
う
変
容
の
道
筋
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
喪
失
体
験

と
は
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
や
「
私
が
成
長
し
て
き
た
世
界
」
の
喪
失
で
は
な
く
、「
自
己
の
同
一
性
」
の
喪
失

な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
が
「
自
己
の
同
一
性
」
を
回
復
す
る
「
物
語
」
と
な
る
の
は
必
然
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
を
詳
し
く
見
て
い
く
が
、
こ
こ
で
も
先
に
述
べ
た
通
り
限
定
的
に
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の

「
私
」
つ
い
て
の
み
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
Ⅲ
で
は
、「
私
」
が
留
学
前
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
書
類
に
研
究
テ
ー
マ
を
「
十
八
世
紀
英
文
学
研
究
」
と

書
い
て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
「
米
国
に
対
す
る
て
れ
」
か
ら
生
じ
た
も
の
で
本
気
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
身
の
作
家
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
目
を
つ
け
る
の
だ
が
、
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フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
す
ら
も
満
足
の
行
く
研
究
対
象
に
は
思
え
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
「
私
は
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
、

私
の
周
囲
に
い
る
、
異
っ
た
神
を
信
じ
、
異
っ
た
肌
と
髪
と
体
型
を
持
ち
、
異
っ
た
倫
理
と
生
活
態
度
と
に
よ
っ
て
生
き

て
い
る
欧
州
系
の
―
―
つ
ま
り
大
多
数
の
米
国
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
、ま
ず
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
す
る
な
か
で
、「
私
」
は
自
ら
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
く
（
31
）。

私
は
、
ま
ず
、
自
分
が
自
分
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
何
者
で
も
な
い
こ
と
を
、
自
分
を
育
て
た
日
本
の
歴
史
と
文

化
遺
産
の
一
切
と
と
も
に
、
引
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。（
32
）

こ
こ
で
「
私
」
は
「
自
分
を
育
て
た
」
も
の
を
「
日
本
の
歴
史
と
文
化
遺
産
」
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
自
分
」
を
「
歴
史
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
私
」
が
「
自
分
が

自
分
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
何
者
で
も
な
い
」
と
い
う
と
き
の
「
自
分
」
と
は
「
歴
史
」
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
日
本
人

で
あ
る
「
私
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ⅲ
の
テ
ク
ス
ト
内
の
時
間
に
隣
接
す
る
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の

②
で
は
先
に
示
し
た
よ
う
に
「
自
分
の
生
い
育
っ
た
文
化
」
が
無
条
件
に
信
じ
ら
れ
て
い
て
、
決
し
て
「
歴
史
」
性
を
帯

び
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

次
に
引
用
す
る
Ⅳ
も
同
様
で
あ
る
。

そ
し
て
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
は
じ
ま
る
前
の
日
の
朝
に
ま
い
こ
ん
で
来
た
『
小
林
秀
雄
』
受
賞
の
電
報
は
、
こ

の
二
つ
の
国
の
あ
い
だ
に
い
る
自
分
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
語
の
文
化
の
樹
液
を
受
け
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
あ
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る
ひ
そ
か
な
誇
り
と
と
も
に
、
思
い
知
ら
せ
た
。
私
の
な
か
に
は
、
自
分
が
な
ん
で
あ
り
、
今
ど
こ
に
い
る
の
か
、

と
い
う
感
覚
が
、
よ
う
や
く
蘇
り
つ
つ
あ
っ
た
。
私
は
、
明
ら
か
に
生
き
は
じ
め
て
い
た
。（
33
）

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「『
小
林
秀
雄
』
受
賞
の
電
報
」
は
、
先
に
触
れ
た
留
学
直
前
に
刊
行
し
た
『
小
林
秀
雄
』

が
新
潮
文
学
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
報
せ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
私
」
は
そ
の
報
せ
を
聞
い
た
と
き
「
日
本
語
の
文

化
の
樹
液
を
受
け
て
生
き
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
「
日
本
語
の
文
化
」
と
あ
る
以
上
、「
自
分
が

な
ん
で
あ
り
」
と
い
う
と
き
の
「
自
分
」
は
、「
日
本
」
に
属
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、「
私
」
が
あ
る
研
究
会
で
の
発
表
を
終
え
た
直
後
に
「
私
は
、
今
、
日
本
語
の
文
化
の
な
か
に
存
在
す
る

ひ
と
り
の
批
評
家
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
少
数
で
は
あ
る
が
熱
心
な
聴
衆
に
、
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
た
」
と
感

じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
単
な
る
「
ひ
と
り
の
批
評
家
」
で
は
な
く
、「
日
本
語
の
文
化
に
存
在
す
る
」
と
付
け
加
え
て
し

ま
う
と
こ
ろ
に
も
、「
私
」
が
「
日
本
」
に
帰
属
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
垣
間
見
え
る
。
こ
れ
も
時
間
の
隣
接
す
る
「
ア

メ
リ
カ
通
信
」
の
テ
ク
ス
ト
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
私
」
で
あ
る
。（
34
）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
私
」
は
「
日
本
語
の
文
化
の
樹
液
を
受
け
て
生
き
て
い
る
」
と
か
「
日
本
語
の
文
化
の
な
か
に
存

在
す
る
ひ
と
り
の
批
評
家
」
と
い
っ
た
自
己
規
定
を
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
付
帯
す
る
あ
る
種
の
意

図
的
操
作
は
Ⅵ
に
お
い
て
例
え
ば
次
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
る
。

だ
れ
か
が
い
っ
た
よ
う
に
、
日
本
と
い
う
国
は
、
国
中
が
ひ
と
つ
の
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
国
で

あ
る
。
こ
の
一
民
族
一
国
家
と
い
う
、
ま
れ
に
み
る
均
質
な
国
に
は
、
ヴ
ィ
リ
エ
ル
モ
氏
の
よ
う
な
「
親
日
家
」
を
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不
幸
に
す
る
、
執
拗
な
拒
否
の
力
が
か
く
さ
れ
て
い
た
。（
35
）

あ
る
い
は
、
Ⅷ
の
大
学
の
講
義
に
お
い
て
は
、「
日
本
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
キ
リ
ス
ト
紀
元
前
後
の
数
世
紀
間
の
日
本
は
大
陸
、
半
島
、
及
び
南
洋
か
ら
の
移
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
今
日
の
合
衆
国
と
ど
こ
か
似
て
い
る
と
も
い
え
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
各
々
の
移
民

集
団
は
、
共
通
の
文
化
と
し
て
水
稲
作
を
共
有
し
て
お
り
、
そ
の
個
々
の
神
話
―
―
太
陽
と
水
を
め
ぐ
る
神
話
を
統

合
す
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
日
本
文
学
」
の
誕
生
に
つ
な
が
り
、
今
日
「
日
本
人
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
単
一
民
族
の
形
成
に
つ
な
が
る
政
治
的
事
件
で
も
あ
っ
た
。（
36
）

こ
こ
で
「
私
」
は
「
一
民
族
一
国
家
」、「
単
一
民
族
」
と
し
て
「
日
本
」
や
「
日
本
人
」
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
認
識
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
少
数
民
族
や
在
日
外
国
人
の
存
在
を
忘
却
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
Ⅵ

に
関
し
て
は
回
想
的
に
こ
の
よ
う
な
認
識
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、作
者
江
藤
淳
の
現
在
進
行
形
の
認
識
で
あ
る
。

ま
た
、
Ⅷ
も
一
時
帰
国
を
挟
ん
で
か
ら
の
出
来
事
な
の
で
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
⑪
に
あ
る
認
識
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、「
日
本
語
の
文
化
の
樹
液
を
受
け
て
生
き
て
い
る
」
と
か
「
日
本
語

の
文
化
の
な
か
に
存
在
す
る
ひ
と
り
の
批
評
家
」
と
い
う
自
己
規
定
の
背
後
に
は
、
本
来
存
在
し
て
い
る
は
ず
の
「
日
本

語
」
を
母
語
と
し
な
い
者
た
ち
の
忘
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
帰
属
す
る
「
日
本
」
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
意
志

が
み
て
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



186

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
忘
却
に
よ
っ
て
確
立
し
た
「
私
」
が
帰
属
す
る
「
日
本
」
と
は
単
な
る
文
化
的
背
景
で
は
な
く

な
り
、
国
家
と
し
て
前
景
化
し
て
く
る
。
次
に
引
用
す
る
Ⅲ
の
一
節
は
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

私
は
、
ふ
と
自
分
が
明
治
時
代
に
投
げ
か
え
さ
れ
た
よ
う
な
幻
覚
を
感
じ
た
。
士
族
出
の
、
あ
る
い
は
新
し
い
知

的
氏
族
た
ら
ん
と
す
る
「
書
生
」
た
ち
が
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
辞
書
を
前
に
し
て
、
い
わ
ばlearnings

in
the

N
ation’s

Service

を
想
っ
て
い
た
あ
の
時
代
―
―
つ
ま
り
、
私
は
、
そ
の
と
き
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
で
は
あ
っ
た
が
、

周
囲
に
士
族
の
雰
囲
気
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
単
に
、
あ
ま
り
に
反
士
族
的
な

も
の
が
充
満
し
て
い
る
東
京
か
ら
来
た
私
が
、
異
質
の
学
園
に
触
れ
て
、
自
分
の
な
か
で
眠
っ
て
い
た
な
に
か
を
喚

び
覚
さ
れ
た
た
め
に
感
じ
た
幻
覚
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
幻
覚
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
快
い
体
験
で
あ
っ
た
。

私
は
、
こ
こ
に
は
依
然
と
し
て
あ
り
、
戦
後
の
日
本
か
ら
は
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
あ
る
精
神
を
想
っ
た
。
私
は
、

両
の
眼
に
涙
が
に
じ
み
出
て
来
る
の
を
感
じ
た
。（
37
）

こ
こ
で
「
私
」
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
構
内
で
「
明
治
時
代
」
を
幻
視
し
、「
戦
後
の
日
本
か
ら
は
消
え
去
っ
て
し

ま
っ
た
あ
る
精
神
」
を
想
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
あ
る
精
神
」
と
は
「learnings

in
the

N
ation’s

Service

」
と
い
う

「
お
国
の
た
め
」
と
も
言
う
べ
き
「
精
神
」
で
あ
る
。
こ
の
「N

ation

」（
＝
国
家
）
と
い
う
言
葉
が
端
的
に
示
し
て
い
る

と
お
り
、「
私
」
が
意
識
す
る
「
日
本
」
と
は
国
家
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
で
は
後
半
に
「
国
家
」
を
志
向
す
る
「
私
」
が
表
出
し
て
い
た
が
、「
ア
メ
リ
カ
と

私
」
で
は
前
半
に
お
い
て
す
で
に
「
私
」
の
「
国
家
」
に
対
す
る
帰
属
意
識
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
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「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
を
見
て
み
れ
ば
、
こ
の
物
語
に
表
出
し
て
い
る
「
私
」
が
、
明
ら
か
に
帰
国
後
に
創
ら
れ
た
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
「
私
」
は
、「
自
己
の
同
一
性
」
を
保
障
す
る
た
め
に
「
日
本
語
の

文
化
」
と
い
う
枠
組
み
を
作
っ
た
上
で
、「
国
家
」
と
し
て
の
「
日
本
」
に
帰
属
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
結
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

四
　
「
白
樺
」
と
し
て
の
「
私
」

こ
こ
ま
で
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
と
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
「
私
」
の
差
異
を
検
証
し
て
き
た
が
、
こ
の
差
異
は
端
的
に

言
え
ば
「
私
」
の
帰
属
意
識
の
違
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
「
私
」
は
「
国
家
」
と
し
て
の
「
日
本
」
に

帰
属
し
て
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」（
①
〜
⑨
）
の
「
私
」
は
「
自
然
」
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
見

た
よ
う
に
こ
の
「
自
然
」
は
、「
死
」
や
「
詩
」、
あ
る
い
は
「
黒
人
」
や
「
官
能
」、「
本
能
」、「
破
壊
」、「
爆
発
」
と
い

っ
た
も
の
を
包
括
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
初
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
総
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
自
然
」
に
属
す
る
「
私
」
は
ど
の
よ
う
な
「
私
」
な
の
か
。
最
後
に
こ
の
「
私
」
の
性
質
に
関
し

て
触
れ
て
お
き
た
い
。

「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
前
半
部
の
「
私
」
は
「
自
然
」
に
属
し
て
お
り
、「
社
会
的
不
正
義
」
に
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
先
に
示
し
た
⑥
で
は
南
部
の
「
美
と
頽
廃
し
た
権
力
の
腐
臭
と
の
対
照
が
つ
く
り
出
す
奇
妙
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
」
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景
色
を
み
て
「
私
」
は
「
ほ
っ
と
」
し
て
い
た
。

い
ま
一
度
そ
の
南
部
の
描
写
を
引
用
し
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
こ
こ
に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
あ
た
り
に
は
見
ら
れ
な
い
、
南
北
戦
争
以
前
の
面
影
を
と
ど
め
た
古
い
豪
奢

な
館
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い
高
い
厚
い
ヘ
イ
か
、
繊
細
だ
が
強
靭
な
鉄
柵
を
め
ぐ
ら
し
て
い
て
、

ど
こ
か
放
恣
な
感
覚
に
媚
び
る
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
館
と
ほ
と
ん
ど
背
中
合
せ
な
っ

て
、
落
魄
を
き
わ
め
た
と
い
う
感
じ
の
黒
人
街
が
あ
り
、
そ
こ
に
う
ご
め
い
て
い
る
黒
人
た
ち
の
顔
は
、
つ
ね
に
眼

に
見
え
ぬ
も
の
の
攻
撃
に
対
し
て
耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
よ
う
な
、
北
部
の
「
差
別
さ
れ
て
い
な
い
」
黒
人
の
過
敏
な

表
情
と
は
ち
が
っ
て
、
鈍
い
無
表
情
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
南
部
を
「
私
」
は
「
社
会
的
不
正
義
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
国
家
」
の
対
極

に
位
置
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、「
国
家
」
的
秩
序
の
対
極
に
あ
る
、
無
秩
序
状
態
の
「
自

然
」
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
Ⅵ
に
は
、
い
ま
引
用
し
た
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
の
⑥
と
は
対
照
的
な
記
述
が
見
ら

れ
る
。（

前
略
）
年
末
年
始
の
休
暇
を
、
新
潮
賞
の
賞
金
を
旅
費
に
あ
て
た
南
部
三
州
（
南
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
、

テ
キ
サ
ス
）
の
旅
行
に
つ
い
や
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
わ
が
家
に
帰
り
つ
い
た
こ
ろ
に
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
最
初
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あ
れ
ほ
ど
は
い
り
に
く
く
見
え
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
が
、
す
で
に
「
自
分
の
町
」
に
変
身
し
て
い
た
。
そ
れ
は
知
的
雰

囲
気
に
あ
ふ
れ
た
、
清
潔
な
、
気
品
の
あ
る
町
で
あ
り
、
私
は
そ
こ
に
属
し
て
い
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の

支
線
の
駅
を
降
り
た
と
た
ん
に
、
家
内
と
私
は
、
あ
の
家
に
帰
っ
て
来
た
と
き
の
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
に
と
り
つ
か

れ
た
の
で
あ
る
。（
38
）（
傍
点
原
文
）

こ
こ
で
は
南
部
の
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
「
私
」
が
「
知
的
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
た
、
清
潔
な
、
気
品
の
あ
る
町
」
に

「
ほ
っ
と
し
た
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
内
で
語
ら
れ
て
い
る
時
間
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
、「
美
と
頽
廃
し

た
権
力
の
腐
臭
と
の
対
照
が
つ
く
り
出
す
奇
妙
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
南
部
に
「
ほ
っ
と
」
し
た
直
後
の
こ
と
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
「
同
一
性
」
を
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
「
私
」
の
突
然
の
変
化
が
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
と
「
ア
メ
リ
カ

通
信
」
と
の
間
に
は
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
い
ま
引
用
し
た
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
記
述
の
直
前
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

（
前
略
）
意
味
も
な
く
忙
し
い
東
京
の
文
筆
生
活
の
あ
い
だ
に
、
私
は
い
つ
の
間
に
か
季
節
の
移
り
変
り
に
対
す
る
感

受
性
を
喪
く
し
か
け
て
い
た
。
そ
れ
が
米
国
の
生
活
に
少
し
ず
つ
足
を
踏
み
入
れ
て
行
く
う
ち
に
、
突
然
自
分
の
な

か
に
回
復
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
自
然
も
ま
た
自
分
に
近
づ
い
て
来
る
…
…
。
こ
の
感
覚
は
、
貴
重
で
あ
っ
た
。（
39
）

こ
こ
で
は
「
自
然
」
が
、「
自
分
に
近
づ
い
て
来
る
」
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」

の
⑮
で
「
私
」
は
、「
日
本
語
」
と
い
う
「
き
ず
な
」
は
「
か
な
ら
ず
し
も
私
を
日
本
と
い
う
『
国
家
』
に
は
近
づ
け
な
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い
」
と
感
じ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
右
の
「
自
分
に
近
づ
い
て
来
る
」「
自
然
」
と
は
違
う
性
質
の
も
の
だ
と
、
と
り

あ
え
ず
は
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑮
で
は
「
日
本
語
」
を
「
私
を
含
み
な
が
ら
、
し
か
も
私
を
超
え
て
い
る
」

も
の
だ
と
も
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
日
本
語
」
や
「
国
家
」
と
は
あ
ら
か
じ
め
「
私
」
を
包
括
し
て

い
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
引
用
で
は
「
自
然
」
が
「
自
分
に
近
づ
い
て
来
る
」
感
覚
が
「
回
復
」

と
同
時
に
感
受
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
日
本
語
」
や
「
国
家
」
を
再
発
見
し
た
こ
と
と
同
種
の
現
象
な

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
右
の
「
自
然
」
が
「
季
節
の
移
り
変
り
」
と
い
う
極
め
て
秩
序
だ
っ
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
以
上
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
に
お
け
る
無
秩
序
状
態
の
「
自
然
」
と
は
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
は
「
自
然
」
と
い
う
語
の
意
味
の
変
容
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
冒
頭
で
、
江
藤
淳
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
刊
行
し
た
の
ち
に
、「
日
本
文
学
と
「
私
」
―
―
危

機
と
自
己
発
見
」
と
い
う
評
論
を
発
表
し
た
と
述
べ
た
が
、
こ
の
評
論
に
お
い
て
江
藤
は
「
江
戸
期
の
日
本
人
の
世
界
像

を
決
定
し
た
の
は
、
幕
府
が
公
式
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
採
用
し
た
朱
子
学
で
あ
っ
た
」
と
し
、「
朱
子
学
的
世
界
像
」

を
再
評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。
江
藤
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
は
「
西
洋
」
と
の
接
触
に
よ
っ
て
危
機
に

晒
さ
れ
、
坪
内
逍
遥
の
『
小
説
神
髄
』
は
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
江
戸
戯
作
の
勧
善
懲
悪
的
な

「
文
学
」
観
を
近
代
化
す
べ
く
書
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
逍
遙
は
ま
だ
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
の
な
か
で
生
き
て
い

た
と
す
る
江
藤
は
、「
こ
の
世
界
像
の
完
全
な
崩
壊
を
体
験
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
夏
目
漱
石
で
あ
る
」
と
論
じ
る
。
こ

の
崩
壊
は
「
西
洋
」
と
い
う
「
他
人
」
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
幻
滅
と
深
い
喪
失
感

を
と
も
な
う
」
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
「
喪
失
感
」「『
私
』
―
自
我
と
い
う
巨
大
な
怪
物
を
ど
う
処
理
す
べ
き
か
と
い
う

難
問
に
直
面
」
す
る
こ
と
で
起
き
、
漱
石
が
「『
私
』
の
露
出
を
、『
悪
』
あ
る
い
は
『
醜
』
と
し
、『
善
』
ま
た
は
『
美
』
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と
は
見
な
か
っ
た
の
は
、
彼
の
喪
失
感
が
い
か
に
深
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
江
藤
は
指
摘
し
て
い
る
（
40
）。

つ
ま
り
、
こ
の
意
味
で
漱
石
の
世
代
は
い
ま
だ
に
「
朱
子
学
的
世
界
像
」
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
漱
石
世
代
に
対
し
て
江
藤
は
、
白
樺
派
の
代
表
的
作
家
で
あ
る
武
者
小
路
実
篤
を
対
置
さ
せ
る
。
武
者
小
路
の
有
名
な

漱
石
批
判
「『
そ
れ
か
ら
』
に
就
て
」（
一
九
一
〇
）
を
引
用
し
た
後
、
江
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
前
略
）
武
者
小
路
氏
が
「
自
然
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
「
私
」―「
自
我
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
社
会
」
と
呼
ん
で
い

る
の
は
こ
の
場
合
い
ま
だ
に
朱
子
学
的
価
値
体
系
の
枠
内
に
安
住
し
て
い
る
者
の
「
常
識
」、
あ
る
い
は
「
道
徳
」
で

あ
る
。『
そ
れ
か
ら
』
で
、
漱
石
は
、
代
助
を
社
会
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
者
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
彼
の
自
己
主

張
を
「
悪
」、
あ
る
い
は
「
醜
」
と
し
た
。
こ
の
点
で
、
当
時
の
新
世
代
で
あ
っ
た
「
白
樺
」
の
作
家
武
者
小
路
氏

は
、
漱
石
と
激
し
く
対
立
す
る
。（
41
）

江
藤
は
こ
の
引
用
の
後
で
、「
白
樺
」
は
「
自
然
を
社
会
に
調
和
さ
せ
ず
、
社
会
を
自
然
に
調
和
さ
せ
る
」
こ
と
を

「
新
世
代
の
倫
理
」
と
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
（
42
）。
当
然
の
事
な
が
ら
、
こ
の
場
合
の
「
自
然
」
は
右
の
引
用
に
あ
る
よ

う
に
「
私
」
あ
る
い
は
「
自
我
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漱
石
世
代
と
「
白
樺
」
世
代
の
対

立
と
は
「
私
」
・
「
自
我
」
の
捉
え
方
の
違
い
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
違
い
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
江
藤
の

次
の
よ
う
な
指
摘
で
あ
る
。

（
前
略
）
か
つ
て
自
己
完
結
的
な
秩
序
を
保
障
し
て
い
た
朱
子
学
的
世
界
像
が
崩
壊
し
た
と
き
、
皮
肉
な
こ
と
に
日



192

本
は
新
し
い
自
己
完
結
的
無
秩
序

、
、
、

に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
白
樺
」
の
自
己
肯
定
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
充

足
し
た
無
秩
序
の
肯
定
で
あ
っ
た
。（
43
）（
傍
点
原
文
）

こ
こ
で
江
藤
は
「
白
樺
」
の
台
頭
を
機
に
、
近
代
日
本
文
学
は
「
社
会
」
を
見
失
い
、「
私
」
だ
け
の
世
界
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
私
」
だ
け
の
世
界
を
「
自
己
完
結
的
無
秩
序
」
だ
と
批
判
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
江
藤
が
「
白
樺
」
の
「
私
」
を
「
無
秩
序
の
肯
定
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
前
半
部
の
「
私
」
は
無
秩
序
的
な
「
自
然
」
状
態
を
「
社
会
的
不
正
義
」

と
し
て
肯
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
で
は
、「
無
秩
序
」
を
肯
定
す
る

「
白
樺
」
の
「
私
」
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
に
お
い
て
表
出
し
た
「
自
然
」
に
属
す

る
「
私
」
と
「
国
家
」
に
帰
属
す
る
「
私
」
の
関
係
は
、「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
の
漱
石
世
代

と
「
白
樺
」
世
代
と
の
対
立
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
夏
目
漱
石
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
一
貫
し
て
漱
石
の
支
持
者
で
あ
っ

た
江
藤
は
、
必
ず
し
も
白
樺
派
を
評
価
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
に

お
い
て
も
白
樺
派
は
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
前

半
部
の
「
私
」
と
「
白
樺
」
の
「
私
」
が
対
応
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
き
わ
め
て
重
要
で

あ
り
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
以
前
に
書
か
れ
た
江
藤
の
批
評
の
読
み
直
し
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
目
的
で

は
な
い
。

こ
こ
で
さ
し
あ
た
っ
て
理
解
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
の
「
自
然
」
が
秩
序
を
意
味
し
て
お
り
、「
ア
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メ
リ
カ
通
信
」
前
半
部
の
「
自
然
」
が
「
無
秩
序
」
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
と
、
江
藤
が
「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危

機
と
自
己
発
見
」
で
示
し
た
「
白
樺
」
の
「
私
」
が
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
前
半
部
の
「
私
」
と
合
致
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
は
「
私
」（
＝
江
藤
淳
）
の
記
憶
／
記
録
が
編
み
上
げ
ら
れ
た
テ
ク

ス
ト
で
あ
る
。
第
一
部
の
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」
は
、
帰
国
後
に
留
学
の
記
憶
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
第
二
部
の
「
ア

メ
リ
カ
通
信
」
は
留
学
中
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
初
出
の
発
表
順
に
並
べ
替
え

る
こ
と
で
、「
私
」
の
性
質
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
語
り
手
た
る
「
私
」
が
、「
自
然
」
と
い
う
無
秩
序
に
属
し
「
社

会
的
不
正
義
」
を
肯
定
す
る
「
私
」
か
ら
、「
国
家
」
と
し
て
の
「
日
本
」
や
「
社
会
」
と
い
う
秩
序
に
帰
属
す
る
「
私
」

へ
と
変
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
変
容
の
過
程
は
、
既
存
の
配
置
構
成
に
従
っ
て
読
む
だ
け
で
は
容
易
に
表
出
し
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、

こ
の
構
成
に
あ
る
種
の
意
図
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
過
言
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
江
藤
淳
が
生
前
、
最
後
に
刊
行
し
た
文
春
文
庫
版
の
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』（
一
九
九
一
）
で
は
、「
ア
メ
リ
カ

通
信
」
の
③
〜
⑩
と
⑰
が
削
除
さ
れ
て
、
代
わ
り
に
一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
再
訪
』（
44
）
が
抄
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
編
集
上
の
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
削
除
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
「
ア
メ

リ
カ
通
信
」
の
前
半
部
と
い
う
原
型
的
な
「
私
」
が
表
出
し
て
い
る
部
分
だ
け
に
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
意
図
を
感
じ
ざ
る
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を
得
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
削
除
は
逆
に
、
削
除
し
た
部
分
へ
の
注
意
喚
起
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
こ
の
削
除
に
よ
っ
て
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
と
い
う
記
憶
／
記
録
か
ら
な
る
書
物
の
持
つ
意
味
は
著
し
く
改
変
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
初
版
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
の
構
成
に
も
、
作
者
の
明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
既
存
の
配
置
構
成
に
し
た
が
っ
て
読
む
と
、「
自
己
の
同
一
性
」
の
危
機
か
ら
回
復
す
る
物
語
と
し

て
読
め
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
回
復
の
物
語
に
は
「
洋
行
帰
り
の
日
本
回
帰
」
と
い
う
常
套
句
を
否
定
す
る
意
図
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
変
容
し
た
の
で
は
な
く
、「
私
」
を
回
復
し
た
の
だ
と
い

う
こ
と
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
近
代
の
多
く
の
外
国
経
験
者
が
体
験
し
た
「
日
本
回
帰
」
の
文
脈
か
ら
、
一
線
を
引
い
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
意
図
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、「
ア
メ
リ
カ
通
信
」
前
半
部
の
「
私
」、
つ
ま
り
「
白
樺
」
と
し
て

の
「
私
」
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
江
藤
に
と
っ
て
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
「
私
」
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
い

う
の
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
批
評
家
と
し
て
の
江
藤
淳
は
必
ず
し
も
白
樺
派
に
肯
定
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
江
藤
の
論
じ
る
「
白
樺
」
が
、
実
際
の
白
樺
派
を
ど
の
程
度
正
確
に
描
い
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
江
藤
淳
と
白
樺
派
と
い
う
つ
な
が
り
は
テ
ク
ス
ト
に
は
見
出
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
以
後
の
江
藤
の
批
評
の
軌
跡
を
見
て
い
く
上
で
も
、
新
た
な
視
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
今

後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
し
お
や
　
ま
さ
ひ
ろ
・
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程
三
年
）
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【
註
】

（
1
）
江
藤
淳
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』（
朝
日
新
聞
社
　
一
九
六
五
・
二
）、
七
頁
。
本
稿
の
引
用
は
こ
の
朝
日
新
聞
社
版
に
よ
る
。

（
2
）
佐
藤
泉
「『
治
者
』
の
苦
悩
―
―
ア
メ
リ
カ
と
江
藤
淳
」（『
戦
後
批
評
の
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
　
近
代
を
記
憶
す
る
場
』〔
岩
波
書
店
　
二

〇
〇
五
・
八
〕
所
収
）、
松
下
浩
幸
「
江
藤
淳
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
論
―
―
戦
後
日
本
の
自
画
像
と
そ
の
問
題
点
―
―
」（
明
治
大
学
教
養

論
集
　
二
〇
〇
五
・
九
）
な
ど
が
江
藤
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
背
景
に
関
し
て
意
義
深
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
に
は
別
に

「『
非
色
』―
複
数
の
ア
メ
リ
カ
／
複
数
の
《
戦
争
花
嫁
》」（『
有
吉
佐
和
子
の
世
界
』〔
翰
林
書
房
　
二
〇
〇
四
・
一
〇
〕
所
収
）
と
い
う

有
吉
佐
和
子
論
が
あ
り
、
有
吉
佐
和
子
の
ア
メ
リ
カ
体
験
と
江
藤
の
ア
メ
リ
カ
体
験
と
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
3
）
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
年
は
、
福
田
恆
存
、
大
岡
昇
平
（
一
九
五
三
年
―
一
九
五
四
）、
中
村
光
夫
（
一
九
五
五
―
同
途
中
帰
国
）、
阿

川
弘
之
（
一
九
五
五
年
―
一
九
五
六
）、
小
島
信
夫
、
庄
野
潤
三
（
一
九
五
七
―
一
九
五
八
）、
有
吉
佐
和
子
（
一
九
五
九
―
一
九
六
〇
）、

安
岡
章
太
郎
（
一
九
六
〇
―
一
九
六
一
）。

（
4
）
邦
訳
『
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
』（
細
谷
千
博
編
訳
、
岩
波
書
店
　
一
九
六
八
・
七
）。

（
5
）
江
藤
淳
「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」（「
新
潮
」

一
九
六
五
・
三
）、
本
稿
で
は
福
田
和
也
編
『
江
藤
淳
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
4
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
　
二
〇
〇
一
・
一
〇
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。

（
6
）
江
藤
淳
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』（
講
談
社
　
一
九
六
九
・
五
）、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』（
講
談
社
文
庫
　
一
九
七
二
・
六
）、『
ア
メ
リ
カ
と

私
』（
文
春
文
庫
　
一
九
九
一
・
三
）、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
　
二
〇
〇
七
・
六
）。

（
7
）
こ
れ
ま
で
、「
〜
と
私
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
に
お
い
て
は
じ
め
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

よ
り
も
前
に
「
仔
犬
と
私
」（『
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』〔
一
九
六
〇
・
一
〕、『
犬
と
私
』〔
三
月
書
房
　
一
九
六
六
・
四
〕
所
収
）、

「
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
私
」（『
バ
ル
ザ
ッ
ク
全
集
』〔
東
京
創
元
社
　
一
九
六
〇
・
一
〕、
前
掲
『
犬
と
私
』
所
収
）、「
石
原
慎
太
郎
と
私
」

（『
新
鋭
文
学
叢
書
　
6
』〔
筑
摩
書
房
　
一
九
六
〇
・
七
〕、『
石
原
新
太
郎
論
』〔
作
品
社
　
二
〇
〇
四
・
四
〕
所
収
）
と
い
う
エ
ッ
セ

イ
が
あ
る
。
本
稿
で
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
を
端
緒
と
み
る
の
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
意
識
的
に
使
わ
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ

る
。
参
考
ま
で
に
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
以
降
の
も
の
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。「
現
代
と
漱
石
と
私
」（
初
出
不
明
〔
一
九
六
六
・
一
〕、

『
文
学
と
私
・
戦
後
と
私
』〔
新
潮
文
庫
　
一
九
七
四
・
一
〕
所
収
）、
前
掲
『
犬
と
私
』、「
戦
後
と
私
」（「
群
像
」〔
一
九
六
六
・
一
〇
〕、

前
掲
『
文
学
と
私
・
戦
後
と
私
』
所
収
）、「
文
学
と
私
」（『
わ
れ
ら
の
文
学
　
22
』〔
講
談
社
　
一
九
六
六
・
一
一
〕）、「『
星
陵
』
と
私
」
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（
日
比
谷
高
校
生
徒
会
誌
「
星
陵
」〔
一
九
六
六
・
？
〕）、「
日
本
と
私
」（「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」〔
一
九
六
七
・
一
・
一
―
三
・
一
七
〕、

福
田
和
也
編
『
江
藤
淳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
2
』〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
　
二
〇
〇
一
・
八
〕）、「
初
詣
と
犬
と
私
」（
初
出
不
明
〔
一
九
六

七
・
一
〕、『
旅
の
話
・
犬
の
話
』〔
一
九
七
〇
・
九
〕
所
収
）、「
英
語
と
私
」（
講
演
〔
一
九
六
九
・
七
〕、『
考
え
る
よ
ろ
こ
び
』〔
講
談

社
　
一
九
七
〇
・
一
〕）、「
山
川
方
夫
と
私
」（『
山
川
方
夫
全
集
　
5
』〔
一
九
七
〇
・
四
〕）、「
ブ
レ
氏
と
私
」（「
週
刊
現
代
」〔
一
九

七
一
・
六
・
一
〇
〕、『
ア
メ
リ
カ
再
訪
』〔
文
芸
春
秋
社
　
一
九
七
二
・
四
〕
所
収
）、「
場
所
と
私
」（「
群
像
」〔
一
九
七
一
・
一
〇
〕、

『
フ
ロ
ラ
。
フ
ロ
ラ
ア
ヌ
と
少
年
の
物
語
』〔
北
羊
社
　
一
九
七
四
・
一
一
〕
所
収
）、
前
掲
『
文
学
と
私
・
戦
後
と
私
』、「
夏
目
漱
石
と

私
」（「
波
」〔
一
九
七
四
・
一
一
〕）、「
学
位
と
私
」（
初
出
不
明
〔
一
九
七
五
・
五
〕、『
な
つ
か
し
い
本
の
話
』〔
新
潮
社
　
一
九
七

八
・
五
〕
所
収
）、「
漱
石
と
慶
応
義
塾
と
私
」（
講
演
〔
一
九
七
五
・
五
〕、『
新
編
江
藤
淳
文
学
集
成
　
1
』〔
河
出
書
房
新
社
　
一
九

八
四
・
一
一
〕
所
収
）、「『
明
治
の
群
像
』
と
私
」（
初
出
不
明
〔
一
九
七
六
・
五
〕、『
仔
犬
の
い
る
部
屋
』〔
講
談
社
　
一
九
七
九
・
六
〕

所
収
）、「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
私
」（
初
出
不
明
〔
一
九
七
六
・
五
〕、
前
掲
『
仔
犬
の
い
る
部
屋
』
所
収
）、「『
海
は
甦
る
』
と
わ
た
し

マ

マ

」

（「
週
刊
現
代
」〔
一
九
七
六
・
？
〕、『
続
々
こ
も
ん
せ
ん
す
』〔
北
羊
社
　
一
九
七
六
・
一
一
〕
所
収
）、「
健
康
法
と
わ
た
し

マ

マ

」（「
週
刊

現
代
」〔
一
九
七
六
・
？
〕、
前
掲
『
続
々
こ
も
ん
せ
ん
す
』
所
収
）、「『
海
は
甦
え
る

マ

マ

』
と
私
」（
初
出
不
明
〔
一
九
七
七
・
八
〕、
前
掲

『
仔
犬
の
い
る
部
屋
』
所
収
）、「『
戦
艦
大
和
の
最
後
』
と
私
」（「
諸
君
」〔
一
九
八
一
・
二
〕）、「
小
林
秀
雄
と
私
」（「
文
化
会
議
」〔
一

九
八
三
・
九
〕、『
批
評
と
私
』〔
新
潮
社
　
一
九
八
七
・
七
〕
所
収
）、「
ワ
ー
プ
ロ
と
私
」（『
西
御
門
雑
記
』〔
文
芸
春
秋
　
一
九
八

四
・
一
一
〕）、「
ケ
ネ
デ
ィ
と
私
」（「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」〔
一
九
八
八
・
一
二
・
二
〕）、「『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
と
私
」（『
人
と
心
と
言
葉
』

〔
文
芸
春
秋
社
　
一
九
九
五
・
七
〕）、「SFC

と
漱
石
と
私
」（「V

oice

」〔
一
九
九
七
・
四
〕、『
国
家
と
は
な
に
か
』〔
文
芸
春
秋
社
　
一

九
九
七
・
一
〇
〕
所
収
）、『
妻
と
私
』〔
文
芸
春
秋
社
　
一
九
九
九
・
七
〕）。
こ
の
他
に
江
藤
淳
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
に
、
本
名
の

江
頭
淳
夫
名
義
で
「
安
藤
元
雄
と
ぼ
く
」（
安
藤
元
雄
『
秋
の
鎮
魂
』〔
位
置
社
　
一
九
五
七
・
九
〕
所
収
）
と
い
う
し
お
り
が
あ
る
。

（
8
）
前
掲
、「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
参
照
。

（
9
）
社
会
心
理
学
者
の
エ
リ
ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
が
提
唱
し
た
概
念
。
因
み
に
「
自
己
の
同
一
性
」
は
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
訳
さ

れ
る
が
、
社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子
は
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
概
念
は
「
江
藤
淳
が
、『
成
熟
と
喪
失
』[1967]

の
な
か
で
紹

介
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
社
会
に
浸
透
し
、
定
着
し
た
」（「
脱
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
理
論
」、
上
野
千
鶴
子
編
『
脱
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
』〔
頸
草
書
房
　
二
〇
〇
五
・
一
二
〕
所
収
、
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
江
藤
淳
が
こ
の
概
念
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を
は
じ
め
て
用
い
た
の
は
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
概
念
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
た
江
藤
の
ア
メ
リ

カ
体
験
は
、
当
時
の
読
者
に
ど
の
程
度
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
10
）
川
島
至
「
ア
メ
リ
カ
と
私
」、『
國
文
學
』（
學
燈
社
　
一
九
七
一
・
一
）
一
〇
二
―
一
〇
七
頁
。

（
11
）
前
掲
、
佐
藤
泉
「『
治
者
』
の
苦
悩
―
―
ア
メ
リ
カ
と
江
藤
淳
」
一
五
五
頁
。

（
12
）
前
掲
、
松
下
浩
幸
「
江
藤
淳
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
論
―
―
戦
後
日
本
の
自
画
像
と
そ
の
問
題
点
―
―
」
二
八
頁
。

（
13
）
朝
日
新
聞
社
版
『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
に
の
み
奥
付
に
「
発
表
紙
覚
書
」
と
し
て
、
初
出
一
覧
が
載
っ
て
い
る
。

（
14
）
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
一
七
一
頁
。

（
15
）
同
右
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
16
）
同
右
、
一
八
五
頁
。

（
17
）
同
右
、
二
一
一
―
二
一
二
頁
。

（
18
）
同
右
、
二
三
九
―
二
四
〇
頁
。

（
19
）
同
右
、
二
四
一
頁
。

（
20
）
同
右
、
二
五
三
頁
。

（
21
）
同
右
、
一
七
五
頁
。

（
22
）
江
藤
淳
「『
氾
濫
』
と
『
森
と
湖
の
ま
つ
り
』」（「
近
代
文
学
」

一
九
五
八
・
九
）、
江
藤
淳
『
海
賊
の
唄
』（
み
す
ず
書
房
　
一
九

五
九
・
八
）
所
収
、
一
六
頁
。

（
23
）
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
二
八
九
頁
。

（
24
）
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
、
テ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
編
『
創
ら
れ
た
伝
統
』（
前
川
啓
治
、
梶
原
景
昭
他
訳
　
紀
伊
国
屋
書
店

一
九
九
二
・
六
）
参
照
。

（
25
）
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
一
一
頁
。

（
26
）
こ
の
段
落
の
引
用
は
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
七
―
二
三
頁
。

（
27
）
同
右
、
六
〇
頁
。

（
28
）
江
藤
淳
『
夏
目
漱
石
』（
東
京
ラ
イ
フ
社
　
一
九
五
六
・
一
一
）、『
奴
隷
の
思
想
を
排
す
』（
文
芸
春
秋
社
　
一
九
五
八
・
一
一
）、
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『
作
家
は
行
動
す
る
―
文
体
論
に
つ
い
て
―
』（
講
談
社
　
一
九
五
九
・
一
）、『
小
林
秀
雄
』（
講
談
社
　
一
九
六
一
・
一
一
）。

（
29
）
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
六
九
頁
。

（
30
）
同
右
、
一
一
七
―
一
三
二
頁
、
一
五
〇
―
一
六
五
頁
参
照
。

（
31
）
こ
の
段
落
の
引
用
は
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
三
九
―
五
四
頁
。

（
32
）
同
右
、
四
六
頁
。

（
33
）
同
右
、
六
九
頁
。

（
34
）
こ
の
段
落
の
引
用
は
前
掲
、『
ア
メ
リ
カ
と
私
』
七
〇
頁
。

（
35
）
同
右
、
九
五
頁
。

（
36
）
同
右
、
一
二
三
頁
。

（
37
）
同
右
、
四
八
―
四
九
頁
。

（
38
）
同
右
、
八
七
―
八
八
頁
。

（
39
）
同
右
、
八
七
頁
。

（
40
）
前
掲
、「
日
本
文
学
と
『
私
』
―
―
危
機
と
自
己
発
見
」
参
照
。

（
41
）
同
右
、
九
九
頁
。

（
42
）
同
右
、
一
〇
四
頁
。

（
43
）
同
右
、
一
〇
七
頁
。

（
44
）
江
藤
淳
『
ア
メ
リ
カ
再
訪
』（
文
芸
春
秋
社
　
一
九
七
二
・
四
）。
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